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（1）対象地域 

Pripyat River（プリピャチ川、ウクライナ） 

 

 

（2）重要な図表 

 河川（水相・底質）における濃度変化を予測するモデルとして、”the University of Sevilla (Spain)”、

"ENEA (Italy)”、”IMMSP (Ukraine)”の 3 つを選定した。これらのモデルは共通して以下の式で表現さ

れる。 
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ここで、式中の文字は以下の通りである。 

 
 

 これら 3 つのモデルを用いて、ブラインドテスト（観測値を与えずに予測すること）を行った結果を

以下の図に示す。まずは 90Sr である。 

 

 続いて 137Cs である。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

（2）流出挙動・経路 

 氾濫原に堆積した放射性物質は洪水時にフラッシュされ、河川水中濃度にも影響を与えるが、その影

響は放射性核種によって異なる。プリピャチ川における観測（1991 年）では、同じ洪水でも 90Sr では

10 倍程度濃度が上昇したのに対し、137Cs ではあまり濃度が上昇しなかった。河川水への影響という観

点からは、Sr の方が Cs よりも大きいといえる。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 複数のモデルによりブラインドテスト（観測値を与えずに予測すること）を行った結果からは、90Sr

では洪水による増加傾向を再現することができたが、137Cs ではいずれのモデルでも過大評価となった。

しかしこの観測値を用いてキャリブレーションを行い、別の年次で再予測したところ、Cs でも妥当な予

測結果を算出することができた。 

このことから、氾濫原に堆積した Cs には、河川・湖沼の底泥などよりも流出しにくくなる機構が働い

ていると考えられる。Pripyat River のように河川水中濃度が問題となる場合には Sr の方が影響は深刻

であるが、Cs が氾濫原に残りやすいということは外部被ばくによる影響が懸念される。 


